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第２章
子どもが健やかに育ち，
だれもが健康でいきいきと暮らせるまち
　第２章では,子育て,高齢者・障がい者福祉など,社会保障制度に関する具体的な取組を示します。

　少子高齢社会の進行や福祉ニーズの多様化などにより,社会保障制度は変革期にあり,だれもが
暮らしやすいまちづくりを地域全体で支える地域福祉の取組が一層重要となっています。本市で
は,これまで,こんにちは赤ちゃん訪問事業,保育所整備,地域包括支援センターの運営,介護予防事業
の実施,障がい者等総合相談事業などに取り組んできました。

　今後も,市民が将来にわたって必要なサービスを利用することができるよう,ニーズの多様化や
制度の変化に対応しながら施策を実施していく必要があります。さらに,年齢や障がいの有無にか
かわらず,だれもがいきいきと活躍できるまちづくりを基本に,行政だけでは対応できない生活課
題を地域で解決していく活動を,市民と協働して進めていく必要があります。

※�「今後,重要と思う人の割合」が平均値未満のものについても,施策として重要なものについては,積極的に取り組みます。

これまでの主な取組に対する市民の評価

これまでの主な取組内容 良くなったと
思う人の割合

今後，重要と
思う人の割合

子育て支援
　・�母子保健や保育内容の充実,保育所整備など

高

高齢者福祉
　・介護保険制度の円滑な運営,介護予防の推進など

高

障がい者福祉
　・総合相談事業の実施,障がい福祉サービスの充実など

低

健康づくり(保健・医療)
　・市民病院と地域医療機関との連携,健診・がん検診の実施など

高

社会保障
　・国民健康保険や生活保護制度の健全な運営など

低
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第２章の施策体系

子どもが健やかに生まれ育つ環境づ
くりの推進

子どもが健やかに生まれ育つまちづくり

高齢者の豊かで実りある生活を支え
るまちづくりの推進

高齢者の豊かで実りある生活を支え
るまちづくり

だれもが安心して生活できる社会保
障制度の適正な運営

社会保障制度の適正な運営

障がいのある人の自立と安心を支え
るまちづくりの推進

障がいのある人の自立と安心を支え
るまちづくり

いきいきと暮らせる健康づくりの
推進

健康づくりの推進
地域保健・医療の推進

 

(仮称)福山・府中地域救急
支援診療所の整備

　夜間における軽症患者(初期
救急患者)の受入体制を整える
ため,(仮称)福山・府中地域救
急支援診療所を新設します。

市民病院の施設整備

　急性期医療とがん診療
を中心に,高度で良質な医
療を提供するため,市民病
院の病棟の増床や外来化
学療法室,内視鏡室などを
整備します。

発達に課題のある子どもへの
支援

　幼児期における発達障がい
を早期に発見し,適切な支援へ
つなげるための拠点として,こ
ども発達支援センターを設置
し,地域の医療機関や関係機関
と連携し,子どもとその保護者
への支援を行います。

高齢者おでかけ支援事業

　外出することが困難な高
齢者が積極的に地域活動や
社会参加ができるように,
地域住民と協働して外出支
援・生活支援を行っていま
す。
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子どもが健やかに
生まれ育つまちづくり

第１項

　子どもを安心して生み育てることができる環境づくりは,社会全体の課題であり,
行政はもとより家庭・地域・事業者の支え合いが求められています。

　本市では,妊娠・出産期からの支援,休日,夜間,病児・病後児保育など多様な保育
ニーズへの対応,保育所の入所待機児童ゼロの実現など,子育ての不安を軽減するた
め,様々な子育て支援の充実に取り組んでいます。

　今後は,これまで以上に,子育てと仕事の両立支援を充実させるとともに,子育てを
地域で見守るまちづくりを進めていく必要があります。また,次代を担う世代の育成
に力を入れる必要があります。

取り巻く環境

●●●●●●●ここがポ イ ン ト

妊娠・出産・子育てを社会全体で見守り,支えていくことがで
きるまちづくりが大切！

※ 合計特殊出生率:おおむね，１人の女性が生涯に生む子どもの数に相当するもの。現在の人口の維持は2.08が目安となり
ます。
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（年）
1985
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1995

2000

2005
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福山市 広島県 全国年少人口
14歳以下

高齢者人口
65歳以上

生産年齢人口
15～64歳

年齢３区分別構成比（％）

1.52

1.44 1.45 1.44

1.33
1.38

1.51

1.43

1.52
1.57

1.62

1.37
1.34 1.34

1.551.47
1.451.43

1.37

1.33 1.32
1.29 1.29

1.26

1.32 1.34
1.37 1.37

1.39

1.34

1.52
1.54

1.44 1.45 1.44

1.33
1.38

1.51

1.43

1.52
1.57

1.62

1.37
1.41

1.34 1.34

1.551.47
1.451.43

1.37

1.33
1.36

1.54

1.41

1.36
1.32

1.29 1.29
1.26

1.32 1.34
1.37 1.37

1.39

1.34

23.5 66.3 10.2

19.7 68.1 12.0

17.0 68.6 14.4

15.5 67.4 17.1

14.7 65.0 19.9

14.0 61.1 22.9

（資料）福山市資料

年齢別人口構成比の推移
(少子高齢化の状況)

合計特殊出生率※の推移
(国・県・市の比較)
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安心して子どもを生み育てられるまち

目　　標

目標達成のための取組

安心できる母子保健の推進
　安心して妊娠・出産できる環境づくり
を進めます。

●妊娠・出産期における支援の充実
●母子保健・医療体制の充実

子育て支援の推進
　子育ての不安や負担への対応,児童虐待
の防止,ひとり親家庭への支援などを,地
域や事業者とともに進めます。

● 子育てと仕事の両立支援と保育サービ
スの充実

● 地域における子育て支援サービスの充実
●援助を必要とする子育て家庭への支援

●●●●●●市民と して！

地域全体で子どもを見守りましょう。

こんにちは赤ちゃん訪問事業こんにちは赤ちゃん訪問事業

キッズコム��プレイルームキッズコム��プレイルーム

数値目標

１歳６か月児
健診の受診率

95％以上

92.8％2010年度 

2016年度 

保育所入所
待機児童数

2011年度　０人 

(待機児童ゼロの継続)

2016年度　０人
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高齢者の豊かで
実りある生活を
支えるまちづくり

第１項

　住み慣れた地域で安心して暮らし続けることは,多くの市民の願いであり,高齢化
が進む中,地域全体で高齢者を支えるまちづくりが一層重要になっています。また,
高齢者自らが地域の元気を支える力となることも重要です。

　本市は,介護保険制度を柱として,介護サービスや介護予防サービスの円滑な提供
に努めるとともに,高齢者の健康増進や生きがい活動を支援してきました。

　今後は,介護保険制度の活用に加え,自治会(町内会)や福祉を高める会,老人クラ
ブ,ボランティアなどと協働して,地域全体で支え合う体制づくりを進める必要があ
ります。

取り巻く環境

●●●●●●●ここがポ イ ン ト

高齢者自らが,地域の元気を支える力になることが大切！

0
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40,000

60,000

80,000

100,000

2006 2007 2008 2009

高齢者数（人）

2010（年度）

120,000

93,999

17,593
（18.7%）

17,978
（18.4%）

18,611
（18.5%）

19,341
（18.7%）

20,323
（19.2%）

111
（0.12%）

260
（0.27%）

349
（0.35%）

403
（0.39%）

528
（0.50%）

97,552 100,481 103,571 105,752
93,999

17,593
（18.7%）

17,978
（18.4%）

18,611
（18.5%）

19,341
（18.7%）

20,323
（19.2%）

111
（0.12%）

260
（0.27%）

349
（0.35%）

403
（0.39%）

528
（0.50%）

高齢者人口 要介護（要支援）認定者数 介護予防事業参加者数

高齢者人口に占める65歳以上の要介護※(要支援※） 認定者数及び介護予防事業参加者数

(資料)福山市資料
※要介護:日常生活上,自力では困難なことについて介護が必要な状態のこと。
※要支援:日常生活は何とか自力でできるが,一部支援が必要な状態のこと。
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高齢者が,住み慣れた地域で,いつまでも安心して暮らせるまち

目　　標

目標達成のための取組

高齢者を地域で支え合うまちづくり
　高齢者の生きがいづくりと社会参加を
支援し,地域の協働による支え合いのネッ
トワークづくりを進めます。

●「孤立」を防ぐ,地域での支え合いの推進
●生きがいづくりと社会参加活動の支援
●安心して生活できる環境づくり

介護予防の推進と暮らしを支えるサービスの提供
　できる限り要介護状態とならないため
の取組や自立を支援するサービスの提供
を進めます。

●介護予防サービスの充実
●多様な生活支援サービスの提供
●認知症高齢者に対する支援策の充実

介護保険サービスの充実
　介護保険サービスの質・量両面にわたる
充実により,高齢者一人ひとりの状態に応
じた有効なサービス提供を進めます。

●介護保険サービスの基盤整備
●介護給付の適正化

●●●●●●市民と して！

地域全体で一人暮らしの高齢者などを見守りましょう。

高齢者おでかけ支援事業高齢者おでかけ支援事業 介護予防教室の様子介護予防教室の様子

数値目標

3.5％
0.5％2010年度 

2016年度 

介護予防教室へ参加する高齢者の割合



60 61

第
２
章

子
ど
も
が
健
や
か
に
育
ち
、だ
れ
も
が
健
康
で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち

第
３
節 

障
が
い
の
あ
る
人
の
自
立
と
安
心
を
支
え
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

障がいのある人の
自立と安心を支える
まちづくり

第１項

　障がいのある人が,地域の中で自分らしい生活を実現していくためには,一人ひと
りに応じた支援とともに市民の理解が必要です。

　本市では,地域の中での生活を支えるサービスの提供体制を築くとともに,雇用や
就労の支援を行ってきました。また,障がいや障がいのある人に対する差別や偏見を
なくし,理解を深めていくための取組を進めてきました。

　今後は,障がいのある人が地域で自立し,安心して生活できるよう,相談や支援体制
の整備,障がいの早期発見・早期支援の体制を充実していくことが重要です。

取り巻く環境

●●●●●●●ここがポ イ ン ト

だれもが共に支え合う,共生するまちづくりが重要！

0

500

1,000

1,500

2,000
（人）

3,500

3,000

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0

（件）

訪問系サービス 日中活動系
サービス

地域生活支援事業 制度 生活 疾病 就労 学習 発達 その他

2011年（平成23年）3月 2010年度（平成22年度）

670
775

450

45

621

224

590

1,148

1,433

3,276

1,433

障がい福祉サービスの利用者数
(入所系を除く) 障がい者等総合相談の相談内容別件数

(資料)福山市資料
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障がいのある人が地域社会で自立し,安心して生活できるまち

目　　標

目標達成のための取組

自立し安心して生活できるまちづくり
　障がいのある人が,必要なサービスを利
用しながら,地域で自立して暮らしていけ
る体制を整備します。

●共生する地域づくりの推進
●多様なサービスを提供する体制の充実
●雇用・就労の充実

いきいき学び健やかに過ごせるまちづくり
　障がいの原因となる病気などの予防,早
期発見,早期治療,リハビリテーションに
至る保健・福祉・医療・療育・教育の連携を
強化・充実します。

●保健・医療の充実
●保育・教育の充実
●相談支援体制の充実

●●●●●●市民と して！

障がいや障がいのある人への理解を深めましょう。

福祉作業所での就労福祉作業所での就労 相談支援相談支援

30.0%
18.9%2010年度 

2016年度 

福祉施設の入所者の地域生活への移行割合

※�2005年(平成17年)10月１日の入所
者数を基準とする。

数値目標
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健康づくりの推進

第１項

　健康は,市民・社会の財産です。だれもが,いつまでも健康でいきいきと暮らせるよ
う「健康寿命※」を延ばすことが大切です。

　本市では,市民が自ら心身の健康づくりに取り組めるよう,健康診査,健康教育,健
康相談などを実施してきました。

　今後は,地域でより多くの市民が健康づくりに取り組めるよう,運動習慣の普及や
食生活の改善を進めるボランティアの養成,自主活動の促進に,より一層力を入れて
いく必要があります。
※�健康寿命:世界保健機関が提唱した新しい指標で,日常生活を自立して元気に過ごせる期間のこと。

取り巻く環境

※ 運動普及推進員:市民が中心となる健康づくりをめざして,地域に密着した健康づくりの運動の普及,啓発を行う運動ボラ
ンティアのこと。

※ 食生活改善推進員:「私達の健康は私達の手で」をスローガンに,食を通した地域の健康づくり活動を推進しているボラン
ティアのこと。
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535535 54854854818,68518,685

運動普及推進員 食生活改善推進員

(資料)福山市資料

福山市がん検診受診状況
運動普及推進員※・

食生活改善推進員※数の推移

健康ふくやま21イメージキャラクター「ふくっぴー」

●●●●●●●ここがポ イ ン ト

健康づくりには,「運動の習慣化,健全な食生活,適度な休養,
禁煙」が大切！

●●●●●●●●●●●●●●こ●●●●●●●
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運動・食事・休養のバランスを大切にするまち

目　　標

目標達成のための取組

健康づくりの推進
　病気の早期発見・早期治療を進めると
ともに,市民が自発的に心身の健康づくり
に取り組めるよう支援します。

●生活習慣病予防対策の充実
●地域における健康づくりの推進
●こころの健康づくりの推進

食育の推進
　食文化を大切にし,バランスの取れた食
生活の実践や地産地消を進めます。

●健全な食生活の推進
●地域における食文化の継承と創造

数値目標
市民の健康づくりを支援するボランティアの登録者数

運動普及
推進員数

食生活改善
推進員数

400人

311人

800人

548人2011年度 

2016年度 

2011年度 

2016年度 

特定保健指導 (グループ支援 )特定保健指導 (グループ支援 )

「食育の日」啓発活動「食育の日」啓発活動

福山市食育推進計画イメージキャラクター
「元気な福の山ファミリー」

●●●●●●市民と して！

定期的に健康診査を受けましょう。自分に合った健康づくり
を行いましょう。
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地域保健・医療の
推進

第２項

　高齢化や生活習慣の変化などに伴い,医療へのニーズは多様化するとともに,感染
症・食中毒の発生や災害時の健康被害から市民の生命と健康を守る,健康危機管理体
制の重要性が高まっています。

　本市では,市民病院を始め,各医療機関の連携により,救急医療やがん医療を強化
し,保健所を中心に感染症対策や食品衛生対策などに取り組んできました。

　今後も,市民病院と地域医療機関との連携と機能分担,感染症対策や食品衛生対策
の強化,検査体制の充実,保健医療情報の提供と正しい知識の普及啓発など,市民の健
康を守る体制を一層有効なものとしていく必要があります。

取り巻く環境

●●●●●●●ここがポ イ ン ト

保健所・医療機関・市民の的確で迅速な情報共有が,感染症予防
や食中毒予防の特効薬！
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結核り患率の推移 福山市民病院の連携施設数の推移
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医療体制・健康危機管理体制が充実し,市民が安心して生活できるまち

目　　標

目標達成のための取組

地域医療体制の充実
　市民病院と地域医療機関との連携と機
能分担により,どんな時も頼れる医療体制
を充実します。

●病院機能の強化
●在宅・休日夜間診療体制の確保

保健衛生の推進
　感染症の発生予防・まん延防止,食の
安全を守る健康危機管理体制を強化し
ます。

●感染症対策の強化
●食の安心・安全の確保

●●●●●●市民と して！

手洗い・うがいを習慣化して,感染症や食中毒を予防しましょう。

食品衛生監視食品衛生監視

市民病院（増築棟）完成イメージ市民病院（増築棟）完成イメージ

数値目標

14.8人以下
16.0人2010年 

2016年 

結核り患率(人口10万人対)
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社会保障制度の
適正な運営

第１項

　人口の減少や少子高齢化の進行により,社会構造が変化する中,国や自治体の財政
状況に大きく影響を与える社会保障制度の適正な運営が求められています。

　本市では,保険税・保険料の収納率向上や保険制度の適正利用・健全運営,被保険者
間の負担の公平性の確保,また,生活保護制度の適正実施と自立支援に取り組んでき
ました。

　今後も,こうした取組を継続・強化し,国民健康保険や介護保険,生活保護など,市民
の安心を支える制度を持続可能なセーフティネットとして機能させていくことが
重要です。

取り巻く環境

●●●●●●●ここがポ イ ン ト

制度の健全な運営のためには,市民の理解が不可欠！
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12.4
11.9

12.9

国民健康保険医療費の推移 生活保護率の推移

（資料）福山市資料
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社会保障制度の健全運営を,市民とともに実現しているまち

目　　標

目標達成のための取組

保険制度の健全な運営
　保険制度の健全な運営に向けて,収納率
の向上と適正利用に努めます。

●国民健康保険制度の健全な運営
●介護保険制度の健全な運営
●後期高齢者医療制度※の健全な運営

生活保護世帯の自立支援
　生活保護制度を適正に実施するととも
に,生活保護世帯の自立に向けた取組を強
化します。

●生活保護世帯の自立支援

●●●●●●市民と して！

保険税・保険料をきちんと納めて,制度を社会全体で支えま
しょう。

※  後期高齢者医療制度:75歳以上の高齢者医療について都道府県を単位とした広域連合で財政運営が行われ,他の医療保険
からは独立した制度のこと。
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対

　象

　者

就
労
に
よ
る
自
立

支援 ハローワーク

メニューの実施

ハローワークの専門員に
よる支援

短期間の試行的就労

公共職業訓練の受講

民間の教育訓練講座

一般の職業相談・紹介

福祉事務所

福祉事務所とハローワークの連携による生活保護受給者の就労支援

数値目標

92.0%以上
89.4%2010年度 

2016年度 

国民健康保険税の現年分収納率


